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ればならない点だ。ワークショップ 比重は大きく、また普段の授業は当然のようにある。さらには、就職活動にも追われ、これらを両立させるのは至難のわざだ。このような状況では、誰かに負担が集中しがちであるが、各人がそれぞれ一つの事務を担当 ていたこと 功を奏して、そのような事態になら かったという。
 
今回の政策提言は、河北新報に三回掲載され









差万別であることを痛感 た。東北大学公共政策大学院の最大の特色は、やはりワークショプであろう。少人数でチームを組み、特定のテーマを通年で研究する。そこではヒアリング調査や発表会を経験するため、培われるものは計り知れない。そして今回の知事に対す 提言実務家要請を掲げる公共政策大学院 モデルケースとして注目に値す 。私自身、公共政策大学院の学生は、積極的に研究
成果を外に発信し
ていくべきだと考えている 最後に、公共政策大学院間の交流がますます盛んになることを望む。 （文責
 矢野智史）
 
東北大学公共政策大学院の学生（右手、左から小阪君、森本君、小土井君） 
